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きわめて正しく野泊Lされであった (河硝こ｡

2-4では･Lj安は比蚊的正しく,小才史の戟孔はむしろ
的IJ)Jに11ぎ込み加泌 こくられた｡これは脚 村石をほ
iり出すのに効丹!があるためか鳥E!はよかった(阿 13

-〕1.
2-5も同様の例であら｡

こんなことをい～と BtlrZ)Ctltの牙配Fと罪推され

るかもし丸山が,心蚊ゴ3上び地の中按は正しく平行に

くり.中将の l木だけなややf三かせぎみにすることが

布効ではあるまいかとの見机も姓11.ている｡しかしこ

れは今後の研究にまたねはならr)｡粥 Lの方向を正し

く和らねはならねことは Burncutにおいても担り

なし,ことを応証した｡

L･ す び
捕言に迷べた上～に本繊仰二は未だ梯翁的ポ弊にま

で言及することができねのでここで-連邦 l和の*を

おく｡(2-il0 20)

バ ー ン カ ッ ト用 爆 薬

(相 和 24年 】0月 18 日受 理)

昔 川 美 音 ･日 野 熊 碓 ･佐 藤 好 一

(E3串他車f7.東食iiJF附 下乗併)

1月 罫

ハーンカγl裁板が.中綿Tfを雑乗の見地から呼名そし之に適した媒瀬は倍比九で杓根性がJlくPJ)の過許
なものでわもことを斡L:た｡多政の拭淑Fイナサイトの内釜接辞政?=ilu 泊芯なものtiIぴYIこ大潮,待
避.llJn Era7日,三TVr.出_野牛に於て租々のど.t右に対し甘地試投Tr行った撤兵3tJiaのダイナVイト Il

fk CJIzが淡JIJ上ih瓜であることが朔つ7:｡‖Ⅰは叔胡岩札 fl亡は甘iEJの41.1.7ldJFJ,CHlは穀*JUIlの収皇
#♯'Cもろ｡之呼は静に^-ンカットに投首TLものであるので 1̂-ンカット班の代煎例たるタt]-,.1-シ

i FS T

ト上糸WLナた｡多鞍の岩放任を妃辻した｡

のでそれについて鮒 ~ろ.,

'̂-yh7ト式覇政江は他の恕故法に比べて旺々の

和也を和すろ7TFは庇に一戦に筏められてゐる虎であっ
て.その利払の;ヒなるものは

(り 粥 LI+Jl収をつけて設ける必賓がないから,
潜は釣にTr品に捗札することがJII菜ろB文辞孔の

ための洪奴を母島瓶に勤し歪狂方向に設ければよ

いから租折を頼らなし｡

(2) 心茂の払 ALL石の九枚が少いかち安tfその他

を故的しない｡

(3) 一哉鼓で一年に2J-トル-3J-トルの心

故を斤ひ4ひるから喝蜘 度が大となる.文相池取
付長岱l)り堤雅,火工瓜その他の経か ;少くてす

む.

以上の制裁があるためJ<-ンカットは益 廿々及する

傾向にもろが,仕訳の頭故淡に用いられ'<きたは雅.
火エJT'がそのま▲̂ 1-ンカ･/トにlJ･用されて凍た｡撚

るに桜頒火工瓜の☆籾から考へると--ンカ･/卜淡lこ

ほ庶政的に考Lて山ら之に過した糠 火エmLが選はiL
ねはなら11のであって,この酔こ帯E]して感 研々究を

行ったが現在鑑に一石前川な脚 を収めたと必はれる

且 Jく-ンカットの特双

バーンカヮトの特文の4'畑故肋に78好な屯は煙良さ
るべき岩石の抵抗現が小なることで,粥 L長 はこの小

抵抗扱長とは焦貼鰍二月いことでもろ｡他の宅屯R-で
はこの尉 L長と

抵抗鮎 が野蛮

な捗だ休を≠書って
いる.釦ちBil C.

に於けろTが蛭C
坑現で弁才L美が
Lでこの雨着は C,

崇淋孫である｡

又-I-ンカウト

旦JL

に



なければならぬ林が列ろ｡之をZES小淵 Lこしたのでは

その附近の鼓睦が効いて他は環 J).折珊｢uカ:ねJに
なる｡一万 1%･政断 fるのにはCICに雌束のLITi
繋政FI]朋 を一柳 したのでは覗過ぎることにf_･リ

無駄と1Lろ｡そこで C-Cに例えは螺雅一L}I物一越頬
一物 と云うRl二相 してこの力を加淑ilることが琴
えらiLる.41枚を入11JCりPF;淋lをあけ九は各硝也''_r･記
促させるために鵜舟の3夫と乎糊を率すら,その上 こ

の間謡が適於でなけJtは又｢EIがね｣になったl)不腿に

なって斬 雅がZu来たJ)する｡珠に辞qL長 日._/点くし
て一意鼓に抜る凋世良を王圭ほし79ろのが '̂-ソカ→ト
との一大利巧でもろのに新 しが長くなる粗上紀の方法

では手間と1-火を申し一方藩政が不掩耳になっ て乗

るb礎g_のおし･僻 の純IFlも考えられるが,tも取理が
ある.そこで一帯合印約で蚊利 C経世なカ法は任比馬
で紬は性が施世で成力の迫Lvlな爆強を作って之を CC
札に鞄んど公ii娘堺し111軒には 】ケTF管をさと淋し=若･T
の功盃を行って-帝lこTFjl軒 ｢る方法である,堤熊の比

正を出来るだけ小とLfi.T唱性を大にすることは成分,

製造法にLたL)その日的をi重し書Elるが威力は封石の正軌
に匹つて顎えねlfならねとも考えられちからこの転は

琶糊的讃鏡紬 に既L)決宅を啓するわけである.然し

唱襟には机姐の如く抵抗駿iEが従来の恐蔽法に比べ小

9T{ 1

紋 fl Yr 特 約 ･言上持 三三三三
(i)T,諸 芸こ;r tl. 料 .乙0,･i 約 0･5
(2)諾三:;て~ 叫 的 80 的 03

(3)空夢31;:;I; cLl. 約-20 釣 05

21 = LI

でもI)規張はC-C内に一杯に熊･%されてゐるBJl緒_E･.
規模の破折力.ri十分であってLI石の確度に銭 I)拾んt'
見ななめない8

m ,i-ンか ソト用1暮兼の牧丘巨

光に述べた見吾郎 .ら多政の煤粥を,紳 しその腰 牡
鹿む宗田糟 や計井に比J)稔村した抜刀決 の3転顎の
提繋がハーンカクト用脚 として迫筋なものと考えら
れた｡ このIA～一故クp-ハ一g'ィナマイトHlは光
に満城1イブマイトという名筋で坤外旋常扶式昏出持

仏汝栗駒及び宇部央辛抹畑 軌 1)gi無鮎 粟所に於

てtuIJ糟 を行い良好な成t#t･収めたものである｡こ
の成軒に筏き蟹に提頚肋に工夫しT=のが=妓ク;-J<

-ダイナIIイトtl亡であろ｡又Il噌 寸暇 山の岩野凋
'也に他用し解るように選ばれたのがLa那 クt7-バー
ダイyサイトCHLで之は絵定食私見でもろ.但し甥
際にノタンBiBiの讃火7韻 のもろ柁糊でのメーンカ･J

ト法の安全性は今後の相 関班で,CHtは一手毒してrP
歯に相星された未読中性打には_Jダー.糞盤のない切

giでの恕石類延に適してゐろわけである｡CHzはま5iZ
El砲Ft投 '<･∝OgJタンに引火しないから背束の
所gFIq漁 区十m晶に相啓する｡耗折に於LTる基礎的共
鼓及び持出,宇部大嶺,三･Jf'田川,山野執こ於ける宵JTJ

血 成

歪触 蒜 苧 ンモ警 食 SL [ユニ 二三 陀 一打

的 80 約7･i5 - 的 SO 全島jtllJ珠斗

釣】0.5 的797 - JtJl与 洲 石類逝

rJ50 約585 釣2lO I-J30 姶 k:合 格品

勲 位 もa (焚洞)
拭 Y, Y･ 濡 帖 LtdcmP 糊t(雪子2mSZ芸) へ認 甲 仲慧ぎ大 Ain 始 Cn 把 不

(Z)了警 : ;;ハイ Hl 釣088 熊笹刈 0妨

(2)譜 三:て̂ -ダ H, F'08B ･ 6

(3)誉苧空三;丁ハ~ ctl. 098 6

45 8

15) (45)

15) + (3)

cs) ■ (25)

Ll に] Ei]i
抑朋SL仰S.卯.∽卸細別485油∽

(計井昏)

1日 桝 的

rカタログの伊

許 ,l r･ 将 称 Bt 博野 点 ガA比棚 姓 頚 払 畑 約 EE 火 集 ''Vo1/kg O kcal仲g Kt' /totVl仲g

(1)諾芸ニ;r fl' 十135 895 ･,･90 2,700 'O)

(2)妄苧;ニ;1､~ H｡ +63 917 Z.Z60 2.W '0】

(3)空曹31;こ;T Cli, 十20｡ 710 8-0 2,200 66



細 の挟弘 之等のば兼はJ;亡狂的にもパー yカヮトに
ielしたもの'eもろのみIEら1,≠lJ柏 の轍 から91
放して従東L5J#玉をGtJIけ ち上tIも少くともJZで沖与に

3-4rIは脚 的である7ITが4lったので今蛇之等の髄麓
を-持してタ E･一〆-T<ナ▼イT.とも抑ナ鼓虫か合
紺 化中書及山鹿化に寄久したいと考えていろ｡

倍和哩袖 として(._指に 33mrnf年 目25g兼包

S･20村 列に1=らべ¢ち全点3･4m にして一本の
bm で全盲が姐 することを砧L)'CfJ'ウ,この拭

BBは砂上及びAtT'トで行った｡

ITを払拭稔の教卒

(り 研究の初矧二は^ - ンカ'hLjiJuとしてほ
抑 こ有匹瓜 祐比7Rのg'イナ▼イトを川い,耕l二は位
LtRのF')雛 好な1印を川いたならば投合的には月払
海事が上って鮒 担ZF的になるのではないかと考えら

れたので.I-ンJ),ト心技に対して現在鼓もgLl)な怯

giたち攻rイナI,イトを用いて憩屯を行ったが所内 タ

イナ▼イトに比し公Tiの85触 .三人でもつても-'-

ンカ,ト心柁として(A_矧 こ棚 でもろとはEBめられな

かった｡これは光にIに述べた如くズー./カサトの特
井を考へiu{柵 の脱 であって扱珊 Jは従来の守

】 屯法に此べて小で又位Tイナ▼イトを即 L的I二一年焚
gtしたのでは比東大であり,その亦出 と相扱って注

力の非常な拙 lこなるわけである｡な1イタYイTIJ._I,

位肝rLろ相 は三井▲山株安甘鼓三池兼桑折汲Lt宇5
失脚 故山Ji郷 土粟苛で行われたが,僅a!の

特性と-1-ンカ'ト繋良法の朔適にAI十ろ柵 'Li5む
につLL軸 ぎろ布比丁の旗 のtが1】はJq田にされたく

T=つた.

(2) '<-ンカタトは岡2,円3L=示す如く射 Lと

珊 LとのN鮒奴tEから=甥式に''hmLluろものと考
えろ この小的2は好力がLL石に丁目′て拶獣的J=也き

そのAlく方向に伽LJ粥たろ呈封LがあるからIE-I)に也J)

熊喝孔と封 Lの脚の封石は各島に射hほれて心はのt]
的を逢しftJろものとLJrえられるので.これS･W払現と
i3することに-T-ろ｡こLLに刑し汁3では偵J](王中心の

E 蒸 1蓉
垂孔に杓うが榊 孔と各孔糊の岩71は挑 されて活げ

ろ盛がTLい上iなblr･Adになるからむしろ市政はなあす

ると考えられろので之を鮎輸洞と構す ることにすろ｡

耕理的にはに臨咽の方が合確約のように皿われろが -̂

-ンオプトVLF11の初期にi哩 取掛 ;行ほれた傾向があ

ろ｡之は一見心は部に梯TJJJb;BS申し'C心を鼓辞すろ劾

菜が火であるように考えられたLSでもろiが争軌の鼓

鎧袖 3)轍 ではueSgの方が和利のようである｡

汚匙旅 所に称する耶 宇山封に放ては一例として

田4,iE5の如き方出 て桝 だと云う捻匁が和られた｡
法力は所内ダイナー17.でも等カーブワトでも一敗タ

寸-J<-1イチヤイトでもタE･-'t1-7ンt,蛙兼で

も同免柴と考 へちれた.技か二者.土塀荊{1ナーイト

に足し2-3羽少い男丘で同一効果を和文h-glト
よりクローJ<-1イナーイトの方が比ZEj:約2m小
で.又生:IVス中itの危盆がない｡

里.L 8 I



袈 4

細 別 xIP･t｡tgtl‰ m,-1uPLl.PLRnke,葬 礼 点

石 火 r-2Ò=m y-30-･jOCロ 】8-25m O町3kg/n3 05桝 610kg/m7

汀 ぎ･1 - 3-15cm y122-32cm' ･e-20 0甲 OB20- ](刀
砂 1'.I r- a-lam y-20-25cm ]8 1242 0837-0.945

次に三井細山触 山地 系所に放ける≠ TJ鵬 の-

例を荒すと粗8及び釦5の如くである｡

譜 ;:;f~ 諾 三:;;~ 言;こI;〆 V▼ーLT-
- 〟 旦岩二二

∴.!･';I/一息r-12m 12crn 12一一lSem

yナ50m う21:m 4Ocm

y'-sOeTn SDI:m 47cTn

亦札長 17nt ISM 22m

T.Jio措 ,昨 日25g叫 ‖25gxZ4本 ◎- 7 1
R.qkcr内
I121,glb書 1125gXb-74･ll25gl】咋

旦?吋鼓如 療

三 一
空之 5

i.Ln 削 ･-p･1｡tqt監濃 盟 ..01とhA, 穿 孔 長 女 恭

抄 ガ.I r-12cm y-45-5Octtl l8TTL

7-15-;6 y-55-ム0

円 上 向 ヒ

ヽ Z-12 9-40-･iS

新 肘 】,i(》kg/が

一生lクp-/I-ダイナマイト 0.9

=*タ｡-ハーグイナ▼イト 09

栄4mクp- J<-ダイナ▼イト 09

珍妙二門しては_クt･一人-ダイナYイトHl,Ht汲 淑 となっている｡

ぴCH,が何LLも輪んと同一の成贋を荊LJ<- yカフ 夫に≡変成粟生粁奴 折の石英粗緬ALに於けち-嘲
りIJとしては糊 法も何等タフ5,,ン野を必堺とせず を京すとk9及び炎6の如くであって従来のei妹 五

和即応唱で叉一札に対し一木の町℡で 】OE2本の蛸包 よL)的2刑の陀釣になら｡

が完楼してILLろから,田管の(即日法もmltAで鍵bf的な

葬 礼 tt 泣 邦 文

心は 外 心 鎌 手I 計

18 m X Hz 佃 ㌫ ) 23 歪 認
20m 苅h-

リツ ト

以上に放ては多くの浄政財Gtから111られた銃火IlI枯

翰的の皮ナiけな姓べた｡
清張!の抄且慨 的型とい～着へ方から従来和JHさIl,
ているハ ーンbクトの主な穿孔理正を分力lするとPglO

の如くなる｡

^-ンカケhb隈に放ても出払孔の口野は十分出切
するのが迅渦と必われらt,又田1m土-qr芋肋の鮒包に
弛入LjL掛こlldつて短煤させるのが令辞的であるが加
野生位に一率に拝礼し蜘 して剛 田町で小む枚

を行い六心技,沸噂を2-5段の段数芯東田管で盈火

穿 孔 丑 7- 丑mk5書 芸

吾｡要 ,5林 (欝 も'22孟点) - Z6m 29kdTn1

35kdml

することにするのが嬰良法としては最も誠h-化された

｣且.lL

工 ∵ ∴ ∴ ‥

㊤

Bl 也

窒 @(巌再 洩 軌 ◎oO◎



削 11 ロ野･催暮 ハーyh-/t用嬢蕪 ･27

桃 申の方法であるがこの蟻合致鮒 TPの鞍入内折は

孔JBの方が前盟の息火によろ岩石崩借のZW 管が軸

すろことを妨げるのでIもい方法でもろ｡

. 1･p l盲 t

'̂-./カタrL懇政江の迦辞書及に従って腹 火:亡Jfll

が之に靭恐して改止され粧汐して行か山はならねが,

研しい鯉 火工瓜を活Fll1ろことに拭って空砲法は益

■合母的になって行くものと考えられろt,この様な投

合的な助別をあげるLSには今捜搬締着の一府究戟な協

IJ)と勿カとqf兜がm である｡

木研究を行,;･に懲り桝並力を塩つた希書山BE旅古に

濃誹放します｡

カ: 跳

(I) 脚 F好gl Jl'-ンカットlこ拭いて.鼓錬技や軒

3魯 LO鼓

(2) JollnG IILIll lilRStlT)どabLlrTl<tZtrOtlnd

)rLLLdrllL,Exp】bSl､eSl･:Z]glT]eerVo126-N'〇一l
l948 1〉 ll3

(3) :相和正男 大夕… に澱 け も(-I/カット繋

鞍iかこXtて,茨it鉄や第4魯 69tp lO

(4) J3本石汝B甘頒下市 岱碓℡合仝位TE)穿孔破折

及tFJl-I/カット陀位'RR調書,九州製31技菊連生
甘tt市2e 3妓 p 449
(5) CllEtoTコ,W i.lYltlgStOlle)IlningResearch

E､,○】､es C lo､cr-Le.TITBum ⊂tJt.E & ll J

.TLhrCh L9J.7

(a) EI凍■宅%甘技術S fa気強屯に出 る一帯心

茨it-1こ放て,El等iIJE也eEEl94B年IC月ql刊丘

p9

(7) GITJApRolerLS HendlZ)g StLLZld3rdlヱtllLO11

pLtySI.World上lLnlT)g19-9Aprll
(8) 元木仕等 クt7- 一̂一心技にitで.九州iI山林
やttP 17車中 ･i世 p 135

バ ー ン カ ッ トの 楼 構
t

叩S和 24JT-lO)11811安 和)

日 野 芳賀 一蛙 ･佐 膝 砕 -

(日本化類推式やit押附f粟L.W)

泊 歩 `

J･-ンカ'ト強故紙にめて牲小心攻,火心攻のEPの牧羊孔上郡 Lの乃各が進攻約に東平な俵でもZ'が之と碓兼の

九 Jt札 孔笹,孔政噂の函政と1,.て我ナ式t8uLした.その故促非の党政稗Bの如(にだ'Gの卯汗工才IL,･<-〟
bLと窄L8するかはによbIT.At石の掛乱 雑R'1.成uスり吸uほ 考L8した｡かくして小亡･枚の女帝孔と無札の#_竹は

付帯の1JAV:比水が娘･るelbu=TLもば之噂に殆んとAFC.=ttL･す.+.さして針石の地合¢FU)抄も出石にytDi:まる縄
Ztに仇p支配3ILもことt折ちかにしたoX比の拒●と小心攻の野のOI孔我とから人心枕の崇禁札の毘■が一武的
に丈tもことt卵らかrtした｡かくLIt'従確も破群書に不明の恥の多かつた〈-yカクトの特性t一題耽研し得た
が辞孔戊が班肋に於ては筋いので爪懲的の^-ンカ1トとすうより総水のVカ-/ト呼とのiR合村がIkとして世辞に
はFlわれてわも郡とpL:.-'- /カット比のZ2恥 米 Ri,iI準のiE延軌 こ於て捉都多く見られる多少のift且 は こ の

出に附LHすることt比べた｡

工 托 甘

ハーンカ･'卜苛政助 士hL石の脚 に上る煙良法とし

て穀も雛 化された方紘であるから狐 の庇Ahの裾鵡

汰- ピタミTrか-Jト,Vヵフト噂に此し慕合駒に
有利でもろと瓜ほれろが之は段丑TITtT.多断 層力の

ある顔故神等の火_i:JT】の錐妙により今後往々初利とlL
り凹に月仔L乱 iEt込襖可の掛坂の後述と相伴えば今接
点も和利な賛故地となるものとELはれる｡一方J<- y

オフトの丑地理幹は捷邪の讃乾鵬 と松本的に列なる

べき点が多く今後の解決を弊する開祖であろ｡〈-y

カ･Jトに勤ナろ定性的な考妨及び之に拡づいて現在牧

も合切的とEtわれろJ,I-ンカタト用爆発ZiU=その思川】
紺 の良iaについては先に r′ト ンカクト川堤準-い

タワーハーグイナマイト｣に放て細慾したが以下に於

では之噂の考筋.饗軌 鮎 を誠としてJ<-ンカ,ト

の担甥に付で噸 した虎を職名する｡

1r 小心政の堆熊

J<-yカ･)ト心域の炎集札と牟礼の救.眺 征に




